
こどもの頃、体操競技をテレビで観ることが好きでした。ある競技会の放送の中で解説者（1964年の東京オリ

ンピック金メダリストの遠藤幸雄さんだったと思われます）が「ケガは、チャンスでもある」と発言していまし

た。例えば足のケガをした場合、床運動や跳馬といった種目の練習はできなくなりますが、主に腕や体幹を使う

吊り輪の力技や鞍馬の旋回などの力量を高めることができるということです。ピンチをチャンスに変える考え方

に感心した記憶があります。

９月１１日の東京新聞に村上由美子さん（経済協力開発機構（OECD）東京センター元所長）の「人しかできな

い仕事とは」という記事がありました。村上さんの息子さんはアメリカの大学でコンピュータサイエンス（Ｃ

Ｓ）を専攻しているそうです。つい数年前までは「ＣＳは無敵」とまで言われ、グーグル、メタ、アマゾンなど

大手テクノ企業は才能ある若者を高待遇で奪い合っていました。その頃は皆、「プログラミングを学べば、喰

いっぱぐれはない」と信じて疑いませんでした。ところが今、その「神話」が音を立てて崩れつつあります。背

景にあるのはここでも人工知能（ＡＩ）の普及です。ＡＩの普及によってテクノ企業が「人」の採用枠を減らし

ているのです。この波は何れ日本にもやってきます。これまで順調にプログラマーへの道を歩んできた村上さん

の息子さんにとっても大きなピンチを迎えたわけですが、９月から始まる新学期から息子さんは哲学と世界史の

授業を履修するそうです。息子さんは言います。「４年間学んだプログラミングはＡＩがあれば４秒でできる。

人間にしかできないことがあるとしたら、それは人類の思考や歴史からの学びではないか」と。息子さんはこれ

までは「ＣＳを学ぶ」に専念してきましたが、ＣＳの知識を持った上で「機械にはできない仕事とは何か」との

問いに向き合おうとしています。村上さんの息子さんもピンチをチャンスとして捉えています。

葉っぱ切り絵アーティストのリトさんをご存じでしょうか。検索エンジンで「リト」と入力していただければ、

すぐにリトさんの作品に辿り着きます。是非ご覧になっていただきたいと思います。リトさんは高校大学を経て

就職しましたが、「ミスが多く、何度教わっても失敗する。一つの作業に没頭すると周りが見えない。まじめに

働いているつもりでも怒られてばかり」でした。３０歳を過ぎて病院で発達障害のＡＤＨＤと診断され、没頭し

すぎるのは、発達障害の特性の「過集中」だと分かりました。リトさんは「過集中をうまく使おう」と葉っぱ切

り絵を始めました。次々にすばらしい作品を発表し、今やインスタグラムのフォロワーは６５万人を超え、世界

的にも関心を集めています。リトさんもまた、ピンチをチャンスに変えたのです。

人生は山あり谷ありです。雨が降ることも風が吹くこともあります。でもそれは、時に「干天」にとっての

「慈雨」となったり、帆船にとっての「追い風」となったりもします。

若山牧水の歌です。
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